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＠高木英行 樺澤哲 坪香英一 （松下電器中研）

1 . t-;;l: じさしこ：

音声日本語文入力では、従来、形態・構・

文・意味等の言語情報利用が検討されている

が、これら高次の言語情報を直接用いるより

も、もっと低次の言語情報で一旦曖味さを減

じた後に高次の言語情報を用いた方が効率的

であると考えられる。筆者等はこの考えに立っ

て日本語統社値翌の有用性を検討してきた I>

2 > 3 >。これは文字レペルの偏りの統計的特徴

を積極的に利用しようと言うものであった。

今回は、この考え方を音韻レペルにまで

拡張することによって音韻識別にも日木語統

計情報の利用が有効であることを示す。

之・考 え 方

子音に比ぺ母音の認識率が相対的に高い

事を利用し、母音列から子音の推定を行う。

音韻の出現偏りの傾向調査•本方式の評価は

実文章の文節単．位に行う。

今、 3音節を sI + S2 + S 3 とし、

各音節は s.= c.v., v. の構成である

とする。ただし、 c.しま子音、 v.は母音であ

る（以下の説明ではv.に撥音・促音•長母音
を含むものとする）。この 3音節から母音列

乏~-寒鯰方痣

社説、社用文章、論文、特許、エッセイ

等、 33 文章から外来語 • 特殊用語・英数特

殊文字を除いた 11099文節を対象とした。

(1)音韻偏り調査： 上記の内32文章の

各文節中の 3音節連鎖において、 C2が

(a)~ 音/m, n/  

(b)無声破裂音/p, t, k/  

(c)有声破裂音/b, d, g/ 

の場合、 3母音列に対応する C2の出現頻

度を計数する 。

(2)童顛識別規則の抽出： (a)~ (c) の

各場合について、予め定めた存在比以上

に何れかの子音に偏っている場合、子音

を決定する 3母音列と決定される子音と

を、音韻識別規則としてf1hlflする。

(:3)性能註錘： 残りの 1文章を評価文

章とし、 (2)の音韻識別規則を適用する 。

(4)順次評価文章を交換して、上記33文

克全てに (1)~(3) を繰返し適用する。

(5) (2) での存在比の基準を変え、音韻識

別規則を変化させ、 (1)~ (4) を繰返す。

4- • 実験結果

(Vぃ V2, V 3)を取りだす。この母音列 結果を図2~園4に示す。図中の、 (A)

から子音C。を推定した時の信頼度が、音嬰 ~ (C) は木方式が適用できた割合で、その内、

情報からの認識率よりも高ければ、 言語情報 (A), (B) は識別率向上に寄与した部分である 。

の識別を信じようとするものである。例えば、 図の見方を図4を例に説明する。G2が

(V1, V2, V3) = (/u/, /o/, /e/) 有声破裂音と判定された3音節列は評価文章

で、かつ、 C2が氏音である場合、C2が 11099文節中 1627個存在した。この時の3母

/m/であるより/n/であることの方が圧 音列に対して G2には /b,d, g/の中

倒的に多く、音韻認識率以上に偏っていると の 1つか2つの音韻が特に多く出現し、その

判断したならぱ、一意にC2= /n/とす 存在比が80%以上の時の子音を、無条件に

る、といった具合である。 C2の識別結果とすると、 1627個中、

* "Phoneme Recognition using Japanese Linguisticat Statistics," by 
H. Takagi. S. Kabasawa, and E. Tsuboka. <Matsushita Etectric Ind. Co., Ltd. l 
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図2 /1, n/!IIS! 凩則適用性捻 図3 /p, t, Viii別只罰週用性鯰

（対象 1791111/11099111) ($1象 4000111/110001!1)

(96) 

(A)匿別成玖： 626個が一意に 100 

正しい音韻に特定できた。

(B)餞植紋国： 498個は音

韻候補を 3個から 2個に絞れ、
74.6 

(C) 

かつ、正解であった。 69.1 I 失敗

(C)識別失敗： 90個は規則適用

ができたが結果は識別誤りで

(D) 

週用外

あった。

(D)楓叫適阻佐 ：残り、 413個

は存在比が80%未満なので、

(B) 

餃込み

(Al 

識別規則を適用できなかった。 I 成功

これらの割合を図 1に示す。図 。
1は、音韻識別規則抽出の為の ll'l 1 11!14の駁明11!1

基準を音韻存在比の偏りが80%以上とした

場合であったが、この抽出茄準である音韻存

在偏りを横釉に取り変化させたのが、図2~

回4である。なお、候補削減の場合 (B) と適

ffl外の場合(D)については、音園情報から最

終的な音韻殿別を行う必要がある。

巨 ．咋 桑

音醤情親のみで音韻識別する従来法と、

木方法との性能比較を行う。図 1の場合を例

に採ると音甚情報による音韻甜別率が80%

であるので、本方法での飛終音韻識別平は、

(fl) + { (B) + (D) } x 80% = 83.3% 

となり、 3.3%の改善が得られたことにな

る。木方式の音韻識別率改普鼠と従来の音韻

識別率との関係を図5に示す。 (B)は3個の

候補が2個に絞り込まれているので、実際は

これ以上の改善が期待できる。

,., 

でi

図4 /b, d,、/lits:!只罰i!l/ll注r.
（対象 16Vlil/1109g闘）

€う。まと況

母音列から子音を推定するために日本語

統計情報を調べ、その効果を定景的に述ぺた。

本報告では、 3音節以上の文節において、

3音節連続の中の第2音節のみに着目して評

価したが、第 1音節や第3音節に着目すれば、

文節の帰初と末尾の音節にも本方法が適用で

き、 4音節以上の文節ではこれらの粗合せで

更に音韻識別性能の向上が期待できる。

また、実験では昂音・破裂音の場合につ

いて評価したが、本方式は音韻グループの種

類を問わず適用可能である。

今後は規則抽出のデータを増やすと共に、

これ等の観点から性能評価する予定である。

最後に、関係各位に感柑いたします。
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図5 本方法の音韻誨別率向上性能
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